
マスク姿の学生たちが行き交う大

阪大学（以下、阪大）吹田キャンパス

の中心部。男女協働推進センターの

「コラボレーティブ・スペース」には、

女性研究者の交流拠点や、学生や教

職員の子どもを一時預かりする保育

室が設けられている。「ダイバーシティ

推進を象徴する施設が、みんなに見

える場所にあることに意味があるんで

す」。大学改革を担う工藤さんは、そ

う強調する。
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　厳格な家庭で育てられ、父が決め

た女子大の中から受験先を選んだ。

本当は医学部に進学したかったが、

家政学部か文学部しか許されなかっ

たという。古い価値観での女性像を

求められることを窮屈に感じていた工

藤さん。「家族の幸せだけを願う女性

になってはいけません」。津田塾大学

の入学式で学長のスピーチを聞き、胸

が高鳴った。「親は良妻賢母になれる

と思って進学させたみたいだけど、と

んでもない間違い。そんな呪縛から

解かれた津田梅子が設立したんです

から」と笑う。進歩的な考えを持ち、

自立した女性教員の姿に刺激を受け、

自分も言語学の道で研究者になろう

と決めた。両親の反対は目に見えて

いたため、東京大学大学院は黙って

受験。都内の女子高校の非常勤講師

を務めるなどし、学費を工面した。

　大学院生時代に結婚。同じ研究者

の夫は大学で職を得た一方、工藤さ

んは性別を理由に就職を断られ続け

た。長男が生まれ、保育園に行けば、

こう言われた。「学生？そんな贅沢な

ことをしている人の子は預かれない」。

当時、女性の大学院進学率は 1％台。

そこから研究職に就ける女性はほんの

一握り。世間の目は冷やかだった。

　専任講師の職に就けたのは、それ

から約 10 年も後だった。ようやく歩

み始めたキャリア。しかし、その矢先、

生後 3 か月の次男の小児がんが発覚

する。「母として、子どものために全

人生を捧げるべきではないか…。あ

の時だけは仕事を辞めようかと思い

ました」と振り返る。踏みとどまらせ

てくれたのは、女性看護師だ。「細々

とでもいいから仕事を続けて。あな

たがバランスを崩せば、この子を育

てられません」。その言葉が、研究者

人生を貫く勇気をくれた。がんの完

治後も、次男はよく熱を出したが、

夫と分担し、大学と保育園を行き来

する生活を続けた。

　阪大に行く決意を固めたのも、あ

る女性たちの後押しがあった。恩師

に誘われ、充実した研究環境に惹か

れたが、次男は高校に入ったばかり。

単身赴任は無理だと思い込んでいた。

そんな中、2 か月間客員教授として赴

任したドイツの大学で、女性教授た

ちに相談すると意外な反応が返って

きた。「自分の研究を諦めるなんてお

かしい」「ドイツならそんなの普通。

行った方がいい」。一歩先を行く彼女

たちに導かれ、阪大の教壇に立つこ

とができた。

　今、自分が未来の研究者たちを率い

る立場に立つ。大学総長から任命され、

男女協働推進担当として、取り組んだ

のが女性教授ゼロの研究科の解消だ。

各部局に働き掛け、女性限定の公募を

積極的に進めた。心に思い浮べたのは、

大学院時代の仲間たち。男性教授から

「女性を育てるつもりはない。早く結婚

した方がいい」と言われ、研究の場を

去っていった。「女性が少ないのはこ

れまで排除されてきたから。限定公募

には、一部で反発もありましたが、そ

うでもしないとダイバーシティを実現

できない現状があるんです」。女性研

究者の比率は 15.0%（2015 年）から

20.1％（2020 年）にアップ。5 年で

200 人の女性研究者が増えた。

　理工系の女子学生の育成が今の課題

だ。工学部の女子学生の割合は 10 年

以上1割。「ロールモデルとなる教員が

いないから、学生が増えない。学生と

いう研究者の卵がいないから、次の女

子学生が増えないという悪循環が続い

ていました」。現在は、プロパー（任期

なし常勤教員）の女性教授 2人が在籍。

成果が出るのはこれからだが、さまざ

まな施策を講じる。女子学生がキャリ

アビジョンを描けるよう、大手メーカー

と連携。育休中の女性社員が科目等履

修生として、学生たちと共に学ぶ取り

組みを進める。育児や介護で研究時間

を確保できない研究者が研究補助者を

雇う費用を助成する制度も始めた。「自

分が子育てとの両立で苦労した分、今

の仕事への思い入れは強いです」。

　なぜ、阪大は他大学に先駆けて改革

を進められるのか。「トップの本気度に

尽きます。総長が女性活躍を経営方針

に取り入れ、実施体制を迅速に整える

ことができました」と話す。ただ、研

究者の足かせになっている夫婦同姓制

度など、大学だけでは解決できない問

題もある。「もっと社会全体がダイバー

シティに関心を持ち、真剣に取り組む

べきです。先延ばしにしていては、世

界に取り残されてしまいます」。動け

ば変わると知っているからこそ、熱を

帯びた口調で語った。

ジェンダー平等実現に向けて   　　あなたは何ができますか？
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かんがえる！かなえる！
ジェンダー平等
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詳しくはP.5をご覧ください。

あなたは「理系をめざすのは男性」「女性は仕事より家庭

を優先すべき」といった無意識の偏見（アンコンシャス・バ

イアス）を持っていませんか？ 2年前に発覚した女子受験

生を不利に扱う「医学部不正入試問題」も記憶に新しいで

しょう。教育を受ける権利は誰にとっても平等のはずです

が、実際はそうではありません。日本のジェンダー・ギャップ

指数は121位（2019年）。依然として低迷しています。

　今年はジェンダー格差の解消や女性の地位向上を掲

げた、国連の第4回世界女性会議（北京会議）から25年。

この機会に、身の回りにある性差別をなくしていくため

に、自分に何ができるかを考えてみませんか。

　大学での男女共同参画に取り組む大阪大学副学長の

工藤眞由美さんと、学ぶことを通じてジェンダー平等につ

いて考え始めた2人の女子学生に話を聞きました。

Gender Equality
今年はジェンダー格差の解消や女性の地位向上を掲げた
国連の第4回世界女性会議（北京会議）から25年です。

差別と闘う研究人生　
女性たちの後押しで
続けられた

未来の女性研究者へ
ロールモデル育成に尽力
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くどう まゆみ (71）
日本語学、言語接触論が専門。
横浜国立大助教授などを経て、
1998 年、大阪大学文学部教授
に 就 任。2015 年 か ら 現 職
（2018 年まで男女協働推進担
当。2019 年からダイバーシティ
＆インクルージョン推進担当）。
2016 年から男女協働推進セン
ター長を兼任。

Profile

工藤 眞由美さん
大阪大学副学長


